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◆美利河ダムの概要

・形 式：重力式コンクリート 及び
中央遮水ロックフィル（複合ダム）

・目 的：①洪水調節
②流水の正常な機能の維持
③かんがい
④発電

・堤 高： ４０ｍ
・堤 頂 長： １,４８０ｍ（Ｇ755m+Ｆ725m）
・総貯水容量： １８,０００千m3

・集水面積： １１５ｋｍ2

◆美利河ダムの位置

美利河ダム
美利河ダム

ピリカ湖

美利河ダムの概要と位置
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美利河ダム

今金地点

美利河ダム流域
降雨範囲

後志利別川流域
降雨範囲

花石地点住吉地点

後志利別川流域と美利河ダム流域の降雨範囲について
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美利河ダムの目的

洪 水 調 節
美利河ダムの建設される地点における計画高水流量1,000m3/s

のうち、650m3/sの洪水調節を行い、下流への放流量を350m3/s
とし、下流の洪水被害を防御する。

流水の正常な
機 能 の 維 持

河川が持っている機能（流水の清潔の保持、既得用水等の安
定取水等）を正常に維持するために、渇水時においてもダムか
らの流水の補給を行うこと。
4月1日～11月30日は0.5m3/s、 12月1日～3月31日は0.1m3/s

か ん が い

発 電

後志利別川沿の約3,000haの農地に対する水田、畑地かんが
い用水の補給。多いときで約７m3/s補給

美利河ダムの建設に伴って建設されたピリカ発電所におい
て、ダム水路式発電により最大出力4,400kWの発電を行う。
発電使用水量Ｑ＝13.0m3/s



美利河ダムは、洪水調節容量として洪水期12,000千m3（非洪水期8,700
千m3）、利水容量として洪水期2,500千m3（非洪水期9,250千m3）を確保
している。

美利河 ダ ム貯水池配分量

7



年間貯水池運用計画
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放流設備は、常用洪水吐き（ローラーゲート2門）、非常用洪水吐き（堤頂
自由越流15門）、利水放流設備が設置されている。

◆美利河ダム平面図・下流面図

美利河ダム

ダム平面図

ダム下流面図（コンクリート部）

美利河ダム

取水塔 常用洪水吐き
（ローラーゲート×2門）
Q=350.0ｍ3/ｓ

非常用洪水吐き（堤頂自由越流×15門）
Q=1,０００.0ｍ3/ｓ

取水塔（多段式シリンダーゲート×1門）
EL110.8～119.8m

利水放流設備
Q=34.0ｍ3/ｓ

常用洪水吐き
（ローラーゲート×2門）

利水放流設備

取水塔
（多段式シリンダーゲート×1門）

非常用洪水吐き
（堤頂自由越流×15門）

発電水路

美利河ダムの放流設備

美利河ダム
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ダムからの放流到達時間
約4～6時間

ダムより下流
約35km地点

住吉基準地点

花石基準地点

約2～4時間

約1～2時間

ダムより下流
約25km地点

ダムより下流
約8km地点

美利河ダムからの放流（約30m3/s～350m3/s）がそれぞれの基準地点に到達する
までの時間は花石で約1～2時間、住吉で2～4時間、今金で4～6時間となっている。

美利河ダム放流量の到達時間について
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計画高水流量
(1,000m3/s)

洪水調節量
(650m3/s)

計画最大放流量
(350m3/s)

流

量

(m3/s)

流入量

放流量

時間

洪水調節開始流量

一定率一定量放流
(100m3/s)

（ ） Q=250/900×(流入量-100)+100 

美利河ダムは、ダム地点の計画高水流量1,000m3/sに対して、最大
650m3/sの洪水調節を行い、計画最大放流量350m3/sを放流する計画と
なっている。

◆ダム地点洪水調節模式図

美利河 ダ ムの洪水調節計画
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洪水調節について(計画ハイドロ)
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Qp=986m3/s

V=10,110千m3

計画ハイドロ（S36.10.5洪水）
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計画高水流量（ダム地点）

(1,000m3/s)

洪水調節量

(650m3/s)

計画最大放流量

(350m3/s)

流
量

(m3/s)

流入量（計画）
流入量（計画規模以上の降雨）

放流量（計画）
放流量（計画規模以上の降雨）

時間

洪水調節開始流量

(100m3/s)

計画高水流量以上の降雨（ダム地点）

洪水貯留準備水位

平常時最高水位

洪水時最高水位

貯水位（計画）
貯水位（計画規模以上の降雨）

貯
水
位
（
ｍ
）

治水容量

利水容量

美利河ダム洪水調節計画と計画規模以上との比較
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計画高水流量（ダム地点）

(1,000m3/s)

洪水調節量

(650m3/s)

計画最大放流量

(350m3/s)

流
量

(m3/s)

流入量（計画）
流入量（H29台風18号）

放流量（計画）
放流量（H29台風18号）

時間

洪水調節開始流量

(100m3/s)

洪水貯留準備水位

平常時最高水位

洪水時最高水位

貯水位（計画）
貯水位（H29台風18号）

貯
水
位
（
ｍ
）

治水容量

利水容量

美利河ダム洪水調節計画とH29台風18号との比較
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流
量

(
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洪水年月日 気象要因
総雨量
(mm)

最大流入量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

最大調節量
(m3/s)

今金水位
(m)

H26.8.10 台風11号 186.2 398.9 101.4 297.5 11.9

H29.9.17 台風18号 321.8 731.4 243.3 488.1 14.5

H30.9. 3 台風21号 74.8 308.1 75.6 232.5 10.2

既往の洪水調節実績

ダムで調節しない場合 16.1m(1450m3/s)

ダム放流分(H=0.9m)

H29洪水 14.5m(960m3/s)

氾濫危険水位 EL.15.80m

避難判断水位 EL.15.20m

後志利別川流域に降った雨

今金基準地点の水位について（H29.9洪水）
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【参考】平成29年9月台風第18号の影響による洪水に対する美利河ダムが効果を発揮（後志利別川）

○9月18日、台風第18号による豪雨により後志利別川流域において出水が発生。今金水位観測所では、昭和37年出水に次ぐ、既
往第2位の水位を観測しました。

○美利河ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、今金水位観測所では避難判断水位以下に抑制しました。
また、下流河川の状況を踏まえ通常の操作よりも多くの洪水を貯留する操作（特別防災操作）を実施しました。

○仮にダムが整備されていなければ、今金町市街地付近において計画高水位を上回る出水となり、市街地がある右岸が破堤した
場合は約70ha、約670戸の浸水、左岸で破堤した場合、約200ha、約30戸の浸水が発生していたおそれがありました。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

凡 例
：浸水が想定される範囲

美利河ダムを整備していなかった場合の浸水想定範囲
（平成29年9月出水）

北海道

太平 洋

オホーツク海

日本 海

札幌

室蘭

函館

小樽

旭川

帯広

網走

釧路

稚内

後志利別川

美利河ダム

今金水位観測所

計画高水位EL15.76m

■水位低減効果（イメージ図）

約2.0mの水位低減

ダムがなかった場合
の想定水位15.94m

(計画高水位0.18m超過)

実績水位（推定値）：13.92m

計画高水位

■美利河ダムの防災操作
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ダムに流れ込む水を貯め急
激な川の増水を抑えました。

美利河ダムの防災操作
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9月18日10時10分
ダムへ流れ込んできた
最大水量約730m3/s

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

9月18日

下流の増水をピーク時で
約490m3/s抑えました。

9月17日

特別防災操作による貯留

【北海道開発局】平成29年9月台風第18号による出水の概要（速報版）について【函館開発建設部】 より抜粋
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/kawa_kei/ud49g7000000i0aa-att/splaat0000011r8y.pdf
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